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　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　約
　本研究の目的は、遊戯療法に関する実践的理論の構築を試みることである。遊戯療法に
おいて一般的かつ重要な諸現象に基づく5つのテーマについて、主として実践例に基づき
つつ検討された。（1）第一は、共感的反応を伴う情動調律の治療的効果についてであり、
それは遊戯療法における子ども・セラピスト間の非言語的コミュニケーションの中で用い
られるものである。（2）第二は、遊戯療法におけるアグレッシブな遊びによって引き起
こされる破壊的ないしは創造的な機能についてである。（3）第三は、遊戯療法の中で子
どもが体験する万能感の治療的・発達的な意味についてである。（4）第四は、身体的自
我をはっきりと感じ取ることと関係する“隠れん坊”の遊びが持つ治療的・発達的意味に
ついてである。（5）第五は、自我形成のプロセスが螺旋状に遊戯療法の中で再体験され
る必然性についてである。本研究は、これらのテーマを遊戯療法の重要で効果的、実践的
なモデルやパラダイムに関連させようとしたものである。
キーワード：情動調律的共感反応、アグレッションの破壊的一創造的機能、万能感、隠れ
　　　　　　ん坊の遊び、自我形成のスパイラル
はじめに
　遊戯療法（play　therapy）は、広く実践されて
いる割には、独自の理論的発展がじゅうぶんでは
ない。V．　Axline（1947）の子ども中心療法の提
唱以降、新しい理論、それも実践的な理論の提示
は特になされていないと思われる。ここで筆者が
提案したいことは、遊戯療法に関する実践的な理
論を構築する試みについてである。
　心理療法に関する研究には、いくつかのタイプ
がある。そのひとつは伝統的な事例研究である。
しかし、事例研究はあくまでもひとつの個別事例
に関する研究であり、そこからさまざまな知見や
ヒントを得ることはできるとしても、そこに止
まっ いては実践的理論に結びつかない。もうひ
とつのタイプは、心理療法に関する効果測定を含
む客観的研究である。これは第三者に心理療法の
有用性を理解させるために重要である。欧米のよ
うに、心理療法の実施に保険の問題が絡むと、こ
の種の研究は必須のものとなる。しかし、効果測
定等の研究は、ともするとセラピストにとっては
自明のことを対社会的な必要から行う一面があ
り、クライエントおよびセラピスト自身に有益な
ものを還元できる内容を備えているかどうか、そ
の質が問われる。第三のタイプは、治療実践に役
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立つ具体性と普遍性を備えたパラダイム、モデル、
概念あるいはアプローチの方法ないし技法を提示
する研究である。筆者が実践的な理論構築と呼ぶ
のは、第三のタイプの研究のことである。
　実は、これら3つのタイプの研究は、理想的に
は相互に結びついているはずのものである。第三
の研究の基になっているのは、あくまでも個別の
事例における治療実践であるが、実践的理論は、
事例研究の個別性を超えて普遍的な現象を追究し
たところに成立する。そして、客観的研究が、心
理療法の単純な効果測定のレベルではなく、治療
実践の指針となるような高いレベルで行われるた
めには、そこで取り扱われる仮説自身が心理療法
における重要な現象を適切に掴み取ったものでな
くてはならない。仮説は臨床的有効性と具体性を
持ち、じゅうぶんに洗練されたものでなければな
らないのである。実践的理論構築とは、まさにそ
うした仮説を提示する試みであるのだ。
　こうした問題について、遊戯療法の実践家の意
識が高いとは思われない。遊戯療法の担い手が比
較的若い人たちに偏りがちな状況（弘中、2002）
の中で、セラピストは目の前の事例との取り組み
にエネルギーを集中させ、その分、自分たちのやっ
ていることをメタ・レベルで検討することをして
いないように思うのである。
　本論文では、遊戯療法の実践的理論構築を試み
るために、筆者自身の実践および事例研究に基づ
きつつ、また臨床心理学と発達心理学の境界領域
で生まれてきた最近の研究をモデルとしながら、
実践的有効性と具体性を備えたいくつかのパラダ
イムを提示することにしたい。
1．情動調律的共感反応について
　遊戯療法の実践的理論に結びつく研究のひとつ
のモデルとして挙げられるのは、「情動調律」
（affect　attunement）に関する研究（青木、1999）
であろう。
　情動調律は、精神分析の立場からスターン（D．
N．Stern）が提唱した概念である。それは、乳幼
児と母親の間で行われる非言語的なコミュニケー
ション上の現象であることから、筆者は、情動調
律をめぐる問題は、遊戯療法と深く関わりあって
いると考えている。
　情動調律は、乳幼児の行動（たとえば、子ども
が好奇心の対象となるような玩具を見つけ、
「きゃっきゃっ1」と嬉しそうな声を上げて手を
伸ばし、足をバタつかせる）に対して大人が反応
し、子どもが体験している情動状態を追体験する
かのように、大人自身が「わっ1わっ！何だろう？
何だろう？」と叫んで体をリズミカルに動かす、
そうした両者の問の発声や身体運動を伴う感情表
出のチューニング現象である。
　こうしたコミュニケーションは、ふつう乳幼児
と母親の間では頻繁に行われ、いわゆる愛着の確
立に結びついていくと考えられている。情動調律
現象は乳幼児側の行動から始まり、それに対する
母親側の応答行動によって、乳幼児の行動が維持
ないしは促進されるやり取りとして成立する。こ
こで重要なことは、母親の応答行動のタイミング
と強さである。応答行動は、乳幼児側の行動に触
発される形で即座になされる必要がある。また、
応答行動の強さが弱すぎたり、強すぎたりすると、
乳幼児の行動の維持・促進は起こらない。まさに、
乳幼児の中で体験されている情動にチューニング
する形の、母親の応答行動が要求されるのである。
　さて、この情動調律の現象は、心理療法の中で
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クライエントとセラピストの間のコミュニケー
ションにおいても生じると考えられている（丸田、
2002）。そして、筆者は、心理療法の中で、この
情動調律的コミュニケーションがもっとも頻繁に
生じるのは、遊戯療法であることを指摘したい。
情動調律は、非言語的なコミュニケーションにお
ける関係性をめぐる現象であり、身体反応を含む
情動の表出がなされるのであるが、それはまさに
遊戯療法における子どもとセラピストのやり取り
に特徴的な現象なのである。
　たとえば、遊戯療法において、子どもが砂場に
大きな山を作り上げ、「やった一！やった一1」
と叫んで万歳するのに即応して、セラピストが「す
ごい1すごい！高い、大きなお山！」と叫び、思
わず手を叩く、というやり取りは情動調律的コ
ミュニケーションそのものである。このように、
情動調律の現象のポイントである「タイミング」
と「応答の強さ」を自由に調整できるのは、まさ
に遊戯療法だからこそ、なのである。
　ところで、遊びの場面では、単なる情動のチュー
ニングだけでなく、子どもがセラピストの反応を
期待して起こした意図的な行動に対する的確な応
答が重要になってくる。たとえば、子どもが棚に
置いてあったピストルを突然、手に取り、「バー
ン1」とセラピストを撃つ真似をするとき、セラ
ピストは即座に反応して、「わっ1やられた1」
と胸を押さえておおげさに倒れこむ。ここでは、
情動や発声・身体運動の観点からは情動調律的な
コミュニケーションが行われているのであるが、
子どもの意図を察して、それに呼応した反応も加
わっていることが分かる。
　2、3歳の幼児を対象とするならばともかく、
ある年齢以上の子どもに対する遊戯療法において
は、セラピストの応答が「タイミング」よく、ま
た、過不足のない「応答の強さ」で行われるだけ
でなく、「子どもの意図を汲み取った反応」がな
されるのがふつうである。チューニングが成り立
つためには、もともとの情動調律的応答に加えて、
子どもの意図・期待と内容的にマッチした応答が
必要となるのである。そのような応答は、子ども
の意図・期待を敏感に察知した、いわゆる共感的
な反応と言ってもよいであろう。遊戯療法のやり
取りにおいて、セラピストに求められるのは、ま
さに情動調律的なタイミングと応答の強さに加え
て子どもの意図・期待にマッチした共感的反応（以
下、「情動調律的共感反応」と呼ぶことにする）
である。
　情動調律的共感反応は、セラピストの感性に応
じて即興的に行われる。セラピストとしては、意
識的に役割を取る行動ではなく、その場の状況に
合わせて、思わずしてしまう行動である。極端な
場合には、子どもと一心同体になって遊びに打ち
込むような感覚で行う行動を指している。
　たとえば、次のような遊びがその例である（弘
中、1991）。
　7歳の男の子が、学校渋りを含む集団不適応の
主訴で来談し、筆者が子どもの遊戯療法を担当し
た。子どもは、当初から水を使った遊びを行った
が、あるとき砂場で壮大な遊びを計画した。それ
は、「（砂場を）水浸しにしたい」というものであっ
た。筆者はそのとき、『この子は、どこか地に足
が着かない非現実的なところがあり、一度、すべ
てを混沌に戻してやり直すことが必要なのではな
いか』という思いを持っていた。それゆえ、子ど
もの計画を荒唐無稽なものとは考えなかった。む
しろ、「よし！やろう！」と応じたのである。
　プレイルームにある洗面台の蛇口から砂場まで
のおよそ4mの距離を、分厚い紙製の筒を繋ぎ合
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わせて水路（あたかも砂漠を横切るパイプライン
のようであった）を作り、砂場に水を流し込むこ
とが計画された。砂場に水を入れるために水路を
作ることも、紙筒を繋ぎ合わせることも、子ども
とセラピストの二人が一緒になって考え、工夫し
た。「こうしたらどうだろう？」「よし、そうしよ
う！」と、どちらが提案したとも言えない状況の
中で、遊びが進んでいったのである。このときセ
ラピストは、子どもの欲求、情動の動きのひとつ
ひとつがビンビンと伝わるのを感じていた。そし
て、セラピストの側にも、何としても砂場に水を
送り込むことに成功しなければならないという痛
切な思いがあった。紙筒のパイプラインの先から
水がほとばしり出たとき、子どもは歓喜の声を上
げた。砂場はそうとうに大きなもの（直径約25
mの半円状）であったが、やがてすべてが水浸し
状態となった。子どもは、目を輝かしてこの光景
に見入っていた。セラピストも強く情動を揺さぶ
られながら、砂場と子どもの状態を眺めていた。
　子どもは、こうして広い砂場を水浸しにしたの
であるが、セッションの残り時間も少なくなった
ときに、やには、いくらかでも乾いている砂を砂
場のひと隅に集め、「ここだけは固くなってい
る1」と宣言した。それは『天地創造』をイメー
ジさせる遊びであり、遊びの展開は、子どもが陸
地を作ったことを意味しているようにセラピスト
には直感された。地に足が着かない感じを与える、
自我の脆弱なその子どもが、陸地を創生した1す
べてをいちど混沌に戻した所からスタートするイ
メージを持って子どもの遊びに寄り添ったセラピ
ストは、自分の思いよりもはるかに高い課題を子
どもがやり遂げたことを知り、深い感動を味わっ
た。
　この事例の中で生じていた子どもとセラピスト
の共感覚的な状況は、情動調律的やり取りと互い
の意図を瞬時に察知する共感とが相伴った「情動
調律的共感反応」の例と言える。また、視点を移
せば、このような情動調律的共感反応においてセ
ラピストに求められるのは、子どもの行動に触発
されながらも自分自身が主体的に自由に遊ぶこと
である。セラピスト自身が遊びの中で自由に生き
ていなければ、その場の動きに合わせて即興的に
なされる情動調律的共感反応は起こり得ないので
ある。
　筆者の体験では、遊戯療法において情動調律的
共感反応が生じる事例は、子どもとセラピストの
関係性の質が高く、心理治療としても順調に展開
する場合である。前者は後者の結果かもしれない
し、前者によって後者が促進されるのかもしれな
い。いずれにしても、情動調律的共感反応の有無
は、遊戯療法の治療要因のひとつとして、今後の
検討に値する重要なテーマであると指摘すること
ができる。
2．アグレッションの発揮と破壊性一創造性につ
　いて
　遊戯療法におけるきわめて普遍的で、しかも重
要な現象の一つにアグレッション（aggression）
がある。アグレッションを日本語で表わすと「攻
撃」という訳語が当てられ、ふつうはネガティブ
な意味合いを持つ。しかし、アグレッションはバ
イオレンス（violence）のような破壊的で衝動的
な行動と同じではない。むしろ、「前に向かって
自分を押し出していく」という意味を内在させて
いる。つまり、健康な自己主張を含んでいるので
ある。
　遊戯療法を受ける子どもたちの中には、自己否
定的で、自分を表現することに自信を持てない子
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どもが少なくない。また、彼らは、自分自身ある
いは自分のまわりの環境について、自分の思うよ
うにならない葛藤や困難さを感じている場合が多
い。それゆえに、怒りを内在させている子も少な
くない。そうした子どもたちがアグレッションを
表出することは、きわめて意味のあることのよう
に思われる。
　遊戯療法は、子どもが抱えるアグレッションを
表現するのに適した場である。それは、セラピス
トが子どもに『ここでは自由に感情を表現しても
かまわない』雰囲気を提供することにもよるので
あるが、遊びを媒体とするがゆえに、戦争ごっこ
やチャンバラはもちろん、ボール遊びやゲーム遊
びにおいても、アグレッションを自由に発揮する
さまざまなチャンスが備わっていることも関係し
ているであろう。遊びに応じて体が動き、それに
つれて情動が活性化されることも、アグレッショ
ンの表出を促すであろう。
　ところで、アグレッションの発揮は子どもに
とって意味があると述べたが、一方では、「過度
なアグレッションは制限の対象となる」という遊
戯療法のルールが存在する。遊戯療法では、子ど
もは何をしても許されるわけではなく、過度なア
グレション、すなわちセラピストや子ども自身を
傷つけるような行為、また玩具・遊具等を意図的
に破壊するような行為は制限される。また、実際
に人やものを傷つけたり壊したりする行為ではな
くても、セラピストが目を覆いたくなるような残
酷な遊び、子ども自身が混乱するのではないかと
危惧を感じさせるような衝動的・破壊的な表現、
プレイルーム内をあまりにもめちゃくちゃに荒ら
すなどセラピストが強い嫌悪感や負担感を持つよ
うな行動に対しても、セラピストは“待った”を
かける。このような制限のルールがあることに
よって、遊戯療法の場は現実から遊離しないで済
むし、セラピストは安定した姿勢で子どもに関
わっていくことが可能となる。
　しかしながら、何を過度なアグレッションと呼
ぶのかについては、明確な基準があるわけではな
い。あるセラピストにとって過度なアグレッショ
ンである事態が、ほかのセラピストにとっては受
容可能なことであったりする。セラピストが繊細
すぎるのも困るし、さりとて打たれ強いだけのセ
ラピストも（単に鈍感なのではないかと）問題で
ある。実は、過度なアグレッションかどうかは、
セラピストとクライエントおよび治療状況をめぐ
る様々な要因の函数関係で決まる問題であって、
そう簡単には判断ができないのである。
　この問題について筆者は、「過度なアグレッショ
ンかそうでないか」の判断が重要なのではなく、
アグレッシブなその行動が「単なる破壊に終わる
遊びなのか、創造的なものを生み出す可能性のあ
る遊びなのか」を判断することこそが重要である
と考えている（弘中、2007）。前述の砂場を水浸
しにした子どもの場合、その遊び自身は過度にア
グレッシブな遊びと見倣してもよいかもしれない
が、遊戯療法全体の流れを見定めて、セラピスト
はその遊びに寄り添ったのである。その結果、子
どもは最後に砂場の隅に陸地を作った。この子ど
もは、地に足が着かない印象を与える、どこか現
実と関わり合いながら生きていく力の弱さを持っ
ており、それが彼の問題の中心をなしていた。「天
地創造」（“自我成長のベースを創った”）をイメー
ジさせるこの遊びは、そのような状況が大きく転
換することを予感させるものであった。実際、こ
の遊びののち、子どもは遊戯療法の中でパワフル
な分身を登場させるようになり、日常生活でも、
当初の学校渋りなどの問題が収まっていった。
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　また、筆者は別の事例（当時7歳の男の子で、
癩痴の負因を持ち、衝動的でコントロールを欠い
た行動によってさまざまな問題を引き起こしてい
た）において、子どもが砂場の中で実際に火を燃
やす遊びを行ったセッションを体験したことがあ
る（弘中、1983）。そのセッションが持つ特殊な
雰囲気の中で、セラピストは子どもの遊びを許容
した。そして、遊びの展開において、火は最初、「森
の火事」という破壊的な形で表れたが、次第に敬
慶な宗教的イメージを伴い始めた。「茶毘」、そし
て「線香」ないしは「燈明」を表現する火へと変
化していったのである。最後に、子どもは自ら手
のひらで水を運び、火を消した。これは、火を鎮
め、収めるという意味での「鎮火」と呼ぶのにふ
さわしい行為であった。
　この危険であるが重要な、破壊的であるが創造
的な遊びを境に、子どもの遊びはガラッと変わり、
以前のコントロールを欠いたパワフルな遊びか
ら、元気はよいがルール・秩序が次々と組み込ま
れる遊びへと急速に変化したのである。そして、
遊戯療法における変化にやや遅れながらも、日常
生活において、周囲が驚くような変化が生じ、子
どもは、以前ではとても考えられなかった自律的
でまとまりのある行動を取るようになった。
　これらの事例は、「破壊性と創造性」に関する
セラピストの判断こそが重要であり、創造性に向
かう可能性を感じ取れる場合は、それが客観的に
は過度にアグレッシブな行動であっても、セラピ
ストの判断によって許容されてもよいことを示し
ている。判断の分かれ目は、セラピストの直感に
委ねられており、セラピストが（一見過度にアグ
レッシブな）遊びを継続することの意味、必然性
を感じ取れるか否かが問題となるのである。
　上記のふたつの事例において、客観的には明ら
かに制限の対象となるようなアグレッションが生
じた。しかしそのとき、セラピストは、困った事
態が起きようとしているとは感じていなかったの
である。むしろ、’ﾐじょうに重要なことが起きよ
うとしていることを予感し、できれば子どもの遊
びの展開を最後まで見届けたい強い好奇心に駆ら
れていたのである。セラピストの理解は直感的な
ものであり、これから行われる遊びの意味や必然
性の内容までは意識していないものの、暗々裡に
はその遊びが深い意味や必然性を持っていること
を感じ取っていたのである。
　これとは異なる状況として、セラピストが本当
は子どものアグレッシブな遊びやめさせたいと
思っているにもかかわらず、どうすればよいか分
からないまま、ずるずると子どもに遊びを続けさ
せてしまう状況がある。この場合は、セラピスト
はその遊びにただ不安を感じているだけであり、
必然性や好奇心など感じることはないのである。
　アグレッションは遊戯療法においてきわめて一
般的な現象であり、その扱い方は難しくもあり、
重要でもある。アグレッションに内在する破壊性
から創造性への展開は、ひとつの治療的パラダイ
ムであると思われる。
3．万能感について
　子どもは、乳児期において万能的な自分を体験
する。まるで世界は自分の欲求に応えるために存
在するかのような体験は、子どもが外界（他者）
に対する基本的信頼感を確立するために必要であ
る。しかしながら、万能感の体験は、幼児期後半
から児童期前半の時期に、もう一度子どもにとっ
ての重要な発達課題となると思われる。
　子どもはこの時期、自我成長の中核を形成する
ために、自分は何らかの意味で特別の存在であり、
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誰かがそのことをしっかりと認めてくれており、
それゆえに自分はかけがえのない存在であること
を確信する体験が必要である。この自己愛的な自
己認識は、自尊感情に繋がるものであり、青年期
に向けて確立されていく自我同一性にとっての重
要なベースとなる。実際、子どもは、日常の人間
関係の中で、あるいは遊びの中で、“自分こそは
一番である”と思いたいし、それが現実にはかな
わない場合には、空想の中であっても、そうした
感情に浸りたいと思うものである。
　現実状況においては、万能感の体験はなかなか
難しいかもしれないが、遊戯療法の中では、きわ
めて容易である。スタンダードな遊戯療法では、
子どもはセラピストと1対1の関係を持ち、セラ
ピストは子どもの主体性を尊重し、子どもに対し
て受容的に関わるので、子どもはセラピストに自
分を認めてもらい、万能感を思う存分味わうこと
が可能である。
　子どもの万能感の発揮は、遊びの中で何が何で
もトップになりたい欲求として表れる。また、セ
ラピストに甘え、セラピストを独占し、自分の思
うように動かしたい欲求の形で表れる。一口で言
えば、全てを自分が支配したい思いが前面に出た
状態となる。
　たとえば、子どもはチャンバラごっこの中で、
自分は誰よりも強い剣豪でなければ気がすまな
い。セラピストが少しでも歯向かうと、むきになっ
てセラピストをやっつけようとする。ゲームをし
ても、どうあっても自分が勝たなければならない。
そのためには手段を選ばず、半ば公然とズルをし
たり、自分に有利なルールを作ったりする。アイ
スホッケー・ゲームをやっていて、ゲーム盤を揺
すってでも勝とうとする。そのようなことをすれ
ば、勝負にも遊びにもならないので面白くないは
ずなのに、子どもは勝つことによって、尊大な自
分を満足させ、喜びの頂点に立つことができる。
　遊戯療法の中で子どもと勝負をするときに、セ
ラピストが子どもに勝ちを譲るか、それとも真剣
勝負を試みるかは、なかなか高次の判断が必要な
ところである。セラピストによっては、原則とし
て子どもに勝ちを譲ることにしている者もいる
し、真剣勝負を望む者もある。しかし、重要なこ
とは、子どもが万能感の達成を目指して必死に
なっているのか、そうでないのかについて的確に
判断することである。子どもは、万能感を一度は
極めなければならない。それゆえに、セラピスト
としては、子どもの万能感の達成に手を貸すこと
を考えなければならない。その方法は一様ではな
いが、結果として、子どもはほっとし、万能感の
達成という課題から解放されるのである。
　万能感を極めた子どもは、そのあと変容する。
もはや自分を超える存在はないのであるから、こ
れからは自分が秩序を作ればよいのである。勝つ
ためには手段を選ばなかった子どもが、セラピス
トの優位を認めたり、公平なルールに基づいた遊
びを許容したりし始める。対等の関係を持つだけ
の自信がつき始めたと言ってもよいであろう。万
能感の発揮は、子どもにとって、ひじょうに重要
な自我発達上の体験なのである。
　遊戯療法の中で、もし万能感を追い求めながら、
果てしなく欲求がエスカレートしていく子どもに
出会ったときは、要注意である。なぜならば、そ
の子どもは、万能感を極めることが容易にできな
い子どもかもしれないからである。それは、その
子が対人関係における深い不信感や多くの傷つき
を体験していることを示している可能性がある。
親からの虐待を受けていたある男の子は、執拗に
万能感的遊びを繰り返し、セラピストを振り回し
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た。この子どもは、セラピストを独占し、遊戯療
法の場の全てを自分が支配しても、安心できない
のである。彼がそれだけの根深い不安を抱えてい
ることを理解しなければならない。
　多くの場合は、遊戯療法において、子どもは万
能感を達成し、自我成長のひとつの山を越すこと
ができる。子どもは安定し、自律的で生産的な方
向に進み始める。それゆえ、子どもが万能感を発
揮しようとしているのかどうか、万能感を極めた
のかどうかの視点から、セラピストが的確に子ど
もを理解し、サポートすることは、治療的行為と
してきわめて重要となるのである。
4．隠れん坊のリアリティ
　隠れん坊は、子どもの日常の遊びにおいてほと
んどの子どもが体験する普遍的な遊びのひとつで
ある。隠れん坊あるいはそれに類似した遊びは、
遊戯療法の中でも行われる。
　このように述べると、限定されたプレイルーム
の空間の中で、隠れん坊などできはしないと思う
人もあるかもしれない。しかしながら、実際には、
プレイルームにおける隠れん坊は成立する。遊び
の持つ想像の中のリアリティは、そうとうのもの
であって、子どもは、決して隠れん坊をしたつも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
りで遊ぶのではなく、本気で隠れん坊をするので
ある。それゆえ、セラピストも子どもが体験する
遊びのリアリティを尊重し、それが存分に生きる
ように、その遊びに参加しなければならない。
　たとえば、ある子どもは、トランポリンの下に
隠れ、必死になって身を硬くしている。セラピス
トが他の場所を探し回っていると、緊張と嬉しさ
（うまく隠れおおせているので）があいまって、「く
くく…1」と思わず笑いが漏れる。ついにセラピ
ストが「ここだ！」と子どもを見つけたとき、子
どもは、見つけられた恐怖感と、緊張から解放さ
れた安堵感がない交ぜとなった一種の興奮状態
で、「わ一1」と叫んで隠れていた所から飛び出
してくる。そして、「もう一度やろう」と事も無
げにセラピストに提案をする。
　筆者は、この隠れん坊の遊びは子どもの自我成
長過程にとって重要な意味を持っていると考えて
いる。それは、隠れん坊は子どもが自分の体を通
じて自分自身を強く意識する遊びだからである。
身体的自我への気づきの始まりと言ってもよい。
こうした遊びの原型は、乳児期のイナイイナイバ
アにある。隠れん坊の中では、子どもはこれが自
分の体であり、見つからないように体を小さくし
て隠れていなければならず、しかし、最後には見
つけてもらう存在でもあることを意識している。
これほどに自分の体を意識する体験は、ほかには
ないと言ってもよいであろう。
　隠れん坊に繋がる遊びが、形を変えて子どもの
遊びに出現する。箱庭や砂場を使って行われる宝
探しなどがそれである。ここでは、体そのものは
使われていないのであるが、大事な“何か”（そ
れは象徴的には子ども自身である）を隠し、最後
には見つけてもらうテーマは隠れん坊と同じであ
る。
　隠れん坊や宝探しの遊びが行われるとき、セラ
ピストは、子どもが自我成長のプロセスを辿る作
業において、自分の核となる部分を作り始めたと
理解してよいと思われる。身体的自我の確認を通
じて、自分というものを持ち始めるのである。遊
戯療法においても現実生活においても、子どもは
自己主張を行ったり、遊びの中で分身を登場させ
て活躍させたりするようになる。
　セラピストとしては、隠れん坊などの遊びを大
切に扱い、それが子どもの表す自我成長的諸現象
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と有機的な関連を持っているかどうかに注意を払
うことが求められよう。
5．遊戯療法における自我成長のスパイラルにつ
　いて
　遊戯療法は、遊びという非言語的媒体を用いる
ため、そこで何が展開しているのかについては、
常に曖昧性を伴う。それゆえ、遊戯療法ではそれ
と並行して親の面接を行い（いわゆる親子並行面
接かどうかは別として）、子どもとの面接では分
からない客観的な情報を得る工夫をすることがふ
つうである。しかし、遊戯療法それ自身から直接
得られる情報に基づいて子どもの状態をアセスメ
ントすることも可能であるし、重要である。
　遊戯療法それ自身の中で子どもの状態をアセス
メントするための手がかりは、子どもの自我成長
のプロセスが遊びを通して描かれるということで
ある。すなわち、遊戯療法において、単に子ども
が抱える問題状況が遊びに投映され、扱われ、解
決されるというよりも、子どもの自我成長のプロ
セスそのものが展開する。子どもが抱える問題状
況は、そうしたグローバルな自我成長のプロセス
を通じて自然に扱われ、解消していく。セラピス
トは、子どもが遊戯療法の中で自分の育ち直しを
体験しようとしているのだと考えた方がよいので
ある。
　遊戯療法における自我成長のパラダイムから理
解できる現象の典型的な例として、すでに述べた
「万能感の達成」や「隠れん坊のリアリティ」が
ある。それだけでなく、「情動調律的共感反応」
や「アグレッション」のテーマも、究極には自我
成長のパラダイムによって理解すべきと思われ
る。
　情動調律的共感反応は、自我成長のプロセスで
言うと、乳幼児の母子関係のあり方に基づく発達
課題上のテーマである。情動調律的共感反応を
じゅうぶんに体験できずに、対人関係における不
信や不安を抱えていること自体が、子どもの問題
の中核となっていることもある。しかし、必ずし
もそのレベルで問題を抱えていなくても、子ども
は遊戯療法のプロセスにおいて情動調律的共感反
応を渇望することが多い。このことは、子どもが
遊戯療法の中で育ち直しをするためには、セラピ
ストとの間で情動レベルでの共感的やり取りを
じゅうぶんに（再）体験することが必要となるこ
とを示している。
　また、アグレッションは、子どもがセラピスト
との信頼関係をベースに、自分を主張し、相手に
ぶつかっていくことを試みる行為である。これは、
幼児期後期から児童期前半にかけての発達課題上
のテーマなのである。万能感の体験と有機的に繋
がったテーマとも言える。万能感の体験は、多く
はアグレッションの発揮を主要な表現手段としな
がら行われる。アグレッションの発揮も万能感の
体験も、信頼でき、ぶつかることができる対象が
存在してはじめて可能となる。自我のベースの弱
い子どもの場合、万能感の達成が困難であり、万
能感を求める欲求は際限なくエスカレートしてい
くが、それはアグレッションについても同じであ
る。際限なくエスカレートするアグレッションと
は、セラピストが『破壊性から創造性へ』発展す
る希望を感じられないアグレッションである。こ
うした自我のベースが弱い子どもに対する遊戯療
法のあり方は、また別に論じなければならない。
　いずれにしても、本論で扱ったいくつかのテー
マは、究極には子どもの自我成長上におけるテー
マそのものであることを認識することができる。
そのことを思うと、子どもは遊戯療法において自
一56一
弘中　正美：遊戯療法における実践的理論構築の試み
分の問題を扱うときには、自我成長のプロセスを
一通り潜り抜けることを必要としていると考える
べきであろう。
終わりに
　遊戯療法の実践において問題となる諸現象につ
いて述べた。それらは、かなり普遍的に生じる現
象であり、遊戯療法の実践を適切に進めていく際
の重要な岐路となることも少なくない。つまりは、
セラピストがそれらの現象について注意を払い、
適切なアセスメントを行いながら子どもを理解し
たり、遊戯療法の流れをメタ・レベルで把握した
り、また必要な介入を行ったりすることが求めら
れるのである。
　本論で扱った問題は、まだじゅうぶんな実証的
研究が行われているわけではなく、むしろほとん
ど手がついていないと言ってもよい。しかしなが
ら、まずは、遊戯療法の実践場面で有効性を持つ
諸概念やパラダイムを明確にする作業が必要であ
ろう。そのような問題抽出レベルでの研究に基づ
いて、次の段階で、その問題に焦点を当てた実証
的研究が行われることが期待されるのである。
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Attempt　at　Constructing　the　Practical　Theory　on　the　Play　Therapy
Masayoshi　HIRONAKA
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ABSTRACT
　　　The　purpose　of　this　study　was　to　attempt　at　constructing　the　practical　theory　on　the　play
therapy　The　five　themes　based　on　general　and　important　phenomena　in　the　play　therapy　were
discussed　mainly　on　the　basis　of　practical　cases．（1）The　first　was　the　therapeutic　effect　of　the
affect　attunement　with　the　sympathetic　responses　which　was　used　in　the　non－verbal
communication　between　a　child　and　a　therapist　in　the　play　therapy（2）The　second　was　the
destructive－or－creative　function　which　was　caused　by　the　aggressive　play　in　the　play　therapy，
（3）The　third　was　the　therapeutic　and　developmental　meaning　of　the驚ehng　of　almighty　that　a
child　experienced　in　the　play　therapy（4）The　f（）rth　was　the　therapeutic　and　developmental
meaning　of‘‘hide－and－seek”play　which　related　to　the　feeling　of　clear　physical　ego．（5）The
fifth　was　the　spiral　of　ego－making　process　which　should　be　re－experienced　in　the　play　therapy．
This　study　related　these　themes　to　the　important，　effective　and　practical　models　and
paradigms　of　the　play　therapy．
Key　Words：affect　attunement　with　sympathetic　responses，　destructive－or－creative　function　of
　　　　　　　　　　aggression，　feeling　of　almighty，　hide－and－seek　play，　spiral　of　ego－making　process
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